
株式会社フォーバル代表取締役会長・大久保秀夫

「脳卒中フェスティバル2024」に登壇！
～「脳卒中サバイバー」としての経験をもとに、障がい者雇用の課題について語る～

『「新しいあたりまえ」で、新しい世界を創るFORVAL』を理念に掲げ、ESG経営を可視化伴走型で支援

する次世代経営コンサルタント集団の株式会社フォーバル（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中島將

典、以下「フォーバル」）の代表取締役会長・大久保秀夫が、10月27日（日）にすみだ産業会館で行われた

「脳卒中フェスティバル2024」（以下「脳フェス」）にて、「脳フェス2024キャリアランド」のパネルディ

スカッションに登壇しました。

＜報道関係各位＞ 2024年11月22日
フォーバルPR事務局

「脳卒中フェスティバル 2024」は「脳卒中でも、可能性は無限大！『楽しい！をみんなへ。』」の理念

のもと、企業や就労支援事業所が出展するイベントです。今年の開催テーマは、脳卒中当事者にとって大

きな悩みの種である「就労問題」に焦点を当てた「キャリアランド」。障がい当事者が就労体験できる

キャリアランドや、スポーツ体験、スペシャルライブなど多彩なコンテンツが用意され、1,000名を超える

参加者が全国各地から集まりました。

当日開催されたパネルディスカッションにおいて大久保は、自身も障がいを持つ「脳卒中サバイバー」

として登壇し、脳フェス実行委員長で理学療法士の小林純也氏、脳フェス実行委員の松川力也氏とともに、

障がい者雇用に関するディスカッションを行いました。

大久保はトークセッション内で、自身の経験を織り交ぜながら障がい者雇用に関する課題について発信

しました。

登壇の背景・目的

パネルディスカッションに関して

大久保はパネルディスカッションで、自身の経験をもとに①障がい

との向き合い方、②障がい者の社会参加を促進するには、③障がい者

雇用を全企業が積極的に行うには、の3つのテーマについて議論しま

した。

【写真】
トークセッションの

様子



■トーク内容

テーマ①：障がいとの向き合い方

最初のトークは「障がいとの向き合い方」をテーマに繰り広げられました。大久保は自身が脳卒中サバイ

バーになるまでの経緯を振り返りながら、前向きに障がいと向き合う秘訣について「やりたいことを明確に

持てば、そのために努力することは苦しくない。できないことを数えるのではなく、やりたいことに着目し

ている。」と語りました。

テーマ②：障がい者の社会参加を促進するには？

続いてのトークテーマは、「障がい者の社会参加」に関してです。ディスカッションは脳卒中当事者をは

じめとする障がい当事者の復職は、40名規模の企業に課される障がい者雇用の法定雇用率が2.5%に引き上

げられたにも関わらず、約50%の企業で目標が未達である事実をもとに議論が進められました。大久保は

「障がい者当事者ができることは何かを探し、分担することが大切である」と話し、脳卒中サバイバーがよ

り社会参加できる環境づくりについて述べました。

テーマ③：障がい者雇用を全企業が積極的に行うには？

最後のトークテーマは、障がい者雇用が世の中に浸透するためにどうするべきかが議論されました。大久

保は、各企業が持つ障がい者雇用の課題に対し「各企業の障がい者雇用のノウハウや実績は、成功事例とし

て積極的に発信するべきである。」と述べ、より多くの企業において障がい者雇用が浸透するための情報共

有の重要性を語りました。

1954年、東京都生まれ。國學院大學法学部卒業。1980年、26歳で新日本

工販株式会社（現在の株式会社フォーバル）を設立、代表取締役に就任。電

電公社（現NTTグループ）が独占していた電話機市場に一石を投じるため、

ビジネスフォン販売に初めてリースを導入し、業界初の10年間無料メンテナ

ンスを実施。1988年、創業後8年2カ月という日本最短記録で史上最年少

（ともに当時）の若さで店頭登録銘柄として株式を公開。その後も、情報通

信業界で 数々の挑戦を続け、2023年9月現在、従業員数国内2347名、海外

169名、法人クライアント数10万社、東証スタンダード市場への上場会社3

社を含むグループ企業35社を抱えるベンチャーグループに成長させた。

2010年、社長職を退き、代表取締役会長に就任。会長職の傍ら、講演・執筆、

国内外を問わずさまざまな社会活動に従事。

代表取締役会長 大久保秀夫について

イベント概要は以下のとおりです。

■イベント概要

・日時   ： 2024年10月27日（日）

・場所   ： すみだ産業会館（東京都墨田区江東橋3丁目9番10号 錦糸町マルイ8F・9F）

・公式ホームページ ： https://noufes.com/

「脳卒中フェスティバル2024」について

https://noufes.com/


ESG経営を可視化伴走型で支援する次世代経営コンサルタント集団であるフォーバル（資本金： 41億 50

百万円、【証券コード： 8275】）は、中小・小規模企業を対象に「情報通信」「海外」「環境」「人材・

教育」「起業・事業承継」の 5分野に特化したコンサルティングサービスをコアビジネスとしています。

政府が掲げる4つの原動力「グリーン」「デジタル」「活力ある地方創り」「少子化対策」に則り、自治

体・民間企業・教育機関と連携しながら日本全国でDX・GX人材を育て、その人材が地元経済を活性化させ

るという好循環によって永続的な地方創生の実現を目指す「F-Japan」構想を推進するとともに、近年ます

ます注目される人的資本をはじめとしたESG経営の可視化伴走支援に取り組んでいます。

■会社概要

社名：株式会社フォーバル

代表：代表取締役社長中島將典

設立：1980年（昭和55年）9月18日

所在地：東京都渋谷区神宮前五丁目52番2号青山オーバルビル14階

URL： https://www.forval.co.jp

株式会社フォーバルについて

https://www.forval.co.jp/
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